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子どもに対する「まなざし」の転換
─ レッジョ・エミリア・アプローチの基礎にある〈市民としての子ども〉観
パオラ・カヴァッツォーニ
レッジョ・エミリア・アプローチとの対話
─ 20世紀日本の幼児教育をふりかえる 太田素子
和光幼稚園  『劇の会』の取り組み 後藤紀子
保育記録と心理学
─ 明治末における松本孝次郎の児童研究に着目して 浅井幸子
幼児期の「プロジェクト活動」における課題設定プロセスの研究 ── 109
本研究は幼児期のプロジェクト活動の実践過程における課題設定プロセス──つまり、子
どもの関心や経験の表現を促し、その交流のなかで認識が深化してゆく方向を保育者が洞察
し、プロジェクト活動の中心課題を設定してゆく過程──に焦点化して実践の性格を探る事
を課題としていた。課題設定プロセスに焦点化したのは、生活関心と生活力の形成をめざす
問題解決型なのか適応型なのか、あるいはレッジョ・アプローチのような知的探求型なのか、
それとも表現に力点を置く構成活動型なのかなど、プロジェクト活動の性格が、課題設定プ
ロセスに集中的に現れるのではないかと考えたからだ。歴史研究と実践分析の双方から、日
伊の保育実践の比較分析を計画した。
知的探求型のレッジョ・アプローチから私たちが吸収した観点として、２点挙げておきた
い。一つは、ルネサンス発祥の地でうまれたこの保育の、豊かな人権感覚と生活を楽しむ
人々の生活の質に対する敏感さである。例えば、彼らはしばしば「子どもの権利」から話し
を出発させるのだが、それは日常保育の次元で子どもの内面と丁寧に向き合うこと、子ども
が自らの発想をとことん形にするためにこそ教師は素材と助言を提供する専門家なのだとい
う文脈で使われる。学びは子ども自身が｢場｣や「モノ」と深く関わった活動の結果として生
まれるという確信から、学びの主体は子どもであって、保育は「子どもと一緒に作って行く
もの」と強調される。
もう１点は、文化や知識を生成途上の発展的な体系として捉える視点である。知的な学び
は、日本では多くの場合、知識調べ型に傾斜したり、教師が用意した｢発見｣の枠内におさま
ってしまったりする。子どもの発見の意味を教師が｢発見｣し、ともにその先の発見と学びを
追求するような探求的な学問・文化観の構築が、幼児教育の教材研究においても必要なので
はないか。この研究で得た観点を、今後は日本の実践分析、実践史研究に活かして研究をす
すめたいと考えている。
幼児期の「プロジェクト活動」における課題設定プロセスの研究
日本・イタリア保育実践の比較分析
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